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◇◇ 近畿病院図書室協議会 ◇◇

第２５回 総 会 報 告

平成１１年３月２５日、兵庫県立尼崎病院講堂において平成１０年度の近畿病院図書室協

議会第２５回総会を開催した。当日は出席会員３２機関、委任状の提出６６会員で開催され、

議長に浜口恵子氏、副議長に中嶋和子氏、書記に中西和代氏を選出し議案審議に入っ

た。

議案７題はそれぞれ満場一致で可決され、次年度の会長には、２月の役員会で選出

された粉川皓仲国立京都病院院長が選出され、事務局長には、小田中徹也現事務局長

が再選された。また、講師に中井久夫先生（甲南大学文学部人間関係学科特任教授・

神戸大学医学部精神神経科名誉教授）を招き、 「精神科の図書について」と題して総

会特別記念講演を開いた。

議 案 日 程

議案Ｉ．平成１０年度活動報告

議案ｎ．平成１０年度会計・監査報告

議案ｆｆｌ ．平成１１年度活動方針

議案ｗ．平成１１年度事業計画

議案Ｖ．平成１１年度予算

議案ＶＩ．役員改選

議案＼ＩＩ．次年度会長・事務局長承認

議 案 Ｉ 平 成１０年 度 活動報 告

はじめに

昨年度末、１０年ぶりに改訂発行した『医学

雑誌総合目録 １９９７年改訂版』は、今年度

早々の１９９８年４月に全会員へ配布し、現在、

会員間の相互貸借における必携ツールとして

活用されている。当目録は協議会会員のうち、

９０機関の医学および医療関連分野の雑誌所蔵

データが収録されたものであり、外国雑誌

１，４３６誌、国内雑誌１，７１３誌を数える。また、

会員の雑誌所蔵状況については、この総合目

録のデータ集計以降の変動を補う目的で、１９９８

年１１月に『現行雑誌所在目録 １９９８年版』を

発行し、会員へ配布した。なお、総合目録に

ついては会員へは実費のうち７，０００円、非会

員へは１２，０００円の負担をお願いすることに

なったが、現行所在目録については会員の年

会費から捻出し、非会員には非売品とした。

さらに現在、この総合目録作成で得たデジタ

ルデータを有効に活用すべく、汎用データ

ベース・ソフト上で処理する文献相互貸借管
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理システムを開発中であり、来年度には会員

へ配布できるように準備を進めている。

教育研修活動では、今年度も定例４回の研

修会と、勉強会および見学会をそれぞれ １［亘］

開催した。先ず、春の大阪での第８６回研修会

では、従来の初心者向け勉強会を定例研修会

として開催し、内容を協議会活動の紹介、図

書館員のあり方、文献相互貸借の実務などを

プログラムに組んだ。また、神戸での夏の第

８７回研修会では、昨年度初めて企画して好評

だった合宿セミナー形式で今年度 も開催した。

テ ーマは、１日目：各関連分野における今日

的キーワード、２日目：病院図書館員 の専門

性として、講義とワークショップを行った。

さらに、秋の大阪での第８８回研修会で は、今

年 度 もコ ン ピ ュ ー タ関 連 を 扱 い 、「電 子

ジャーナル・電子出版」をテ ーマとして、会

場ではインターネットに接続しながら実技も

交え、開催した。総会当日の第８９回研修会は、

例年どおり会員の事例研究報告会を予定して

いる。

なお、１１月に松阪市で開催した東海地区勉

強会では、協議会の教育研修活動の一環とし

て、当地区会員の自主的な開催意欲を支援す

る形で実行し、経費、講師の交渉、企画運営

などでサポートした。この形は今後、他の地

区で も要望があれば踏襲したいと考えている。

また、９月の見学会は近畿地区医学図書館協

議会のシンポジウム参加に協力する形で実行

し、今年度は大阪歯科大学図書館を 訪れた。

出版広報活動では、会誌 『病院図書室 』

（季刊）１８巻１号では特集「検索用ＣＤ－ＲＯＭと病

院図書室」で医学中央雑誌ＣＤ－ＲＯＭ版や病院図

書室 における環境整備について触れた。また、

１８巻２号で も同じく検索用ＣＤ－ＲＯＭを とりあげ

「ＭＥＤＬＩＮＥデータベースと検索用ＣＤ－ＲＯＭ」を

特集した。さらに１８巻３号では、第８７回研修

会を特集し、病院図書室に関連する５つの分

野の「今日的キ ーワード」、 ワークショップ

「病院図書館員の専門性」を詳しく報告した。

また、この巻から新しく 「い ますぐ役立つ

ホームページ」、「相互貸借便利 ノート」など
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の連載を始め、実務に直結する記事作りも心

がけた。ところで、昨年度９月に、ＵＲＬを“ｈｔ

ｔｐ：／／ｗｗｗ．ｈｏｓｐｌｉｂ．ｏｒｇ／”に移転した当協議会

ホームページは、共同運営ホームページ

「フォリオ」をメニューに入れ、会員へのイ

ンターネット利用を図っている。今後、記事

の内容や更新についてさらに充実させていき

たい。

なお、会員委託サービスセンターのうち、

規格用紙サービスセンター（京都南病院）、

コンピュータ・ファイル管理センター（大阪

回生病院）、ＢＬＬＤセンター（星ヶ丘厚生

年金病院）についてはその役割を終えたもの

として、今年度で委託を終了することにした。

この他についても、来年度、協議会を紹介す

る小冊子発行に合わせ再検討し、整備してい

きたい。

対外交流では、昨年度から準備を進めてき

た病院図書室研究会との共同事業が、今年度

からは実施段階に入ったことが重要である。

二つのテーマのうち「インターネット・プロ

ジェクト」では、両会員のインターネット活

用を促すために５月、共同運営ホームページ

「ｆｏｌｉｏ：フォリオ」をウェブ上に開設した。

現在、両会からの７名によるチームを編成し

て運用しているが、アクセス件数も５月から

２月までに８，０００を越え、財団法人ＡＶＣＣ高度

映像情報センターの選定サイトに選ばれるな

ど一定の成果があったものと評価できる。

また、「病院図書館員認定資格制度の調査

研究」では、昨年度末に実施した両会会員へ

のアンケート調査を踏まえ、今年度からは検

討班を設けて、その実施に向け調査検討作業

を進めることになった。教育カリキュラム案、

医療関連・図書館関連認定資格制度の現状、

実施方法などを検討していく過程で、教育認

定から始めることにした。現在、両会からの

５名の班員によって、カリキュラムと実施計

画案を検討中であり、来年度には両会におい

てその試行が検討課題となろう。

さて、来年度は当協議会設立２５周年にあた

り、事業においては記念的な企画を考えてい



病院図書室 Ｖｏｌ．１９Ｎｏ．２．１９９９

きたい。また、その過程で協議会の今後のあ

り方についても考えていく必要があると思わ

れる。

Ｉ－１－１ 研修部

［第８６回研修会］

日時：１９９８年６月４日（木）１０：１５～１６：４０

場所：阪和記念会館２階第１会議室

会費：１，０００円

プログラム：

１．近畿病院図書室協議会の活動について

講師：小田中徹也（国立京都病院）

２．「病院図書館員の仕事」について

講師：首藤 佳子（星ケ丘厚生年金病院）

３．相互貸借業務について

基礎知識・資料の使い方・基本ルール

講師：中村 雅子（大阪府立母子保健総

合医療センター）

参加者：２３名（うち研修部６名）

［第８７回研修会］

日時：１９９８年７月３１日（金）～８月１日（土）

場所：ペアーレ神戸（社会保険神戸健康づく

りセンター）

会費：会員 １５，０００円 非会員 １７，０００円

プログラム：

第一日目「病院図書館員をとりまく，今日的

キーワードを押さえよう！」

１．診療情報管理における今日的キーワー

ド

講師：尾関 美智子

（国立京都病院病歴室 診療情報管理士）

２．看護における今日的キーワード

講師：宮内 恭子

（社会保険神戸中央病院 看護副部長）

３．パーソナルコンピュータにおける最近

のキーワード

講師：小田中徹也

（国立京都病院 司書）

４．図書館情報学における今日的キーワー

ド

講師：山崎 茂明

－８５

（愛知淑徳大学文学部図書館情報学科助教授）

５．小児神経学における今日的キーワード

講師：多田 博史

（西宮市立中央病院小児科兼母子センター医長）

第二日目

「病院図書館員の専門性とは何か？」

ワークショップ

「病院図書館員の教育」

森川治美（松阪中央総合病院）

「知識と技術」

松本純子（住友病院）

「労働環境」 前田元也（西淀病院）

グループ発表とディスカッション

病院図書館員認定資格制度検討班報告

（病図研・病図協共同事業）

首藤佳子

（検討班班長 星ケ丘厚生年金病院）

総合ディスカッション

参加者：会員 ２６名 非会員 ４名

［施設見学会］

近畿地区医学図書館協議会 第４回シンポジ

ウム

日時：１９９８年９月２５日（金）１３：２０～１６：３０

場所：大阪歯科大学図書館

会費：無料

参加者：１３名

［東海地区勉強会］

日時：１９９８年１１月１４日（土）

場所：松阪中央総合病院

会費：５００円

プログラム：

１．レファレンスの基本と考え方

講師：山崎茂明

（愛知淑徳大学図書館情報学科助教授）

２．インターネットで情報検索！

「病院図書館員のためのホームページ：

フォリオ」の紹介

講師：大橋真紀子（社会保険中京病院）

参加者：１８名



［第８８回研修会］

日時：１９９８年１２月１７日（木）１０：００～１６：３０

場所：阪急グランドビル２６階会議室

会費：会員 １，０００円 非会員 １，５００円

プログラム：

１．６０００誌をインターネットで配信 Ｐｒｏ－

ｑｕｅｓｔＤｉｒｅｃｔ

講師：山下幸侍（サンメディア）

２．ＣＤ－ＲＯＭ出版の現況と利用のポイント

講師：安保秀樹（サンメディア）

３．病院図書室におけるＣＤ－ＲＯＭの保管と貸

出

講師：山室真知子（京都南病院）

４．大学図書館におけるオンラインジャー

ナルの利用について

講師：尾城孝一

（東京工業大学附属図書館）

参加者：会員３３名 非会員 ５名

［第８９回研修会］

日時：１９９９年３月２５日（木）

場所：兵庫県立尼崎病院

会費：５００円

プログラム：［事例・研究報告会］

参加者：３６名

今年度は４回の研修会、１［目の勉強会と施

設見学会を行った。

今年度は、病図研との共同事業でもある「病

院図書館員認定資格制度」というテーマを念

頭に置き、病院図書館員としての専門性を追

求し、実現するための教育的プログラムを考

慮した。そこで昨年度は春に開催していた新

人向け勉強会を第８６回研修会として、従来の

相互貸借のルール以外にも「近畿病院図書室

協議会の活動について」と「病院図書館員の

仕事について」という内容を盛り込んだ。こ

の研修会については、今後も新会員・新人向

けに配慮して企画を立ててゆきたい。

第８７回研修会は、昨年の宿泊セミナーが好

評につき、今回も一泊二日として開催した。

一日目は病院図書館員に関連する分野からい
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くつかのキーワードを元に講演を企画した。

二日目は「病院図書館員の専門性とは何か」

についてのワークショップを行った。参加者

各自が病院図書館員の専門性について深く考

えるよい機会となったようで、まずまずの成

功であったと思われる。ただ案内の際、会費

について食費込という記載があったために、

会費支払について施設側からの理解を得られ

ない例かあり、会員から当惑の声が聞かれた。

案内については、諸事情をふまえて慎重に行

うべきであった。

施設見学会は、近畿地区医学図書館協議会

の第４回シンポジウムをあて、多くの参加者

があった。

勉強会については、東海地区の勉強会を

行った。近畿圏からの参加も多く盛況であっ

た。東海地区に限らず、他地域においても自

発的な勉強会を行うことについては、研修部

がバックアップしていく方針で、今後進めて

いくことになった。

第８８回研修会では「電子ジャーナル・電子

出版」をテーマとした。話題性のあるテーマ

を幅広くとらえ、パソコン操作の実習も含ま

れていたために、親しみやすい内容であった

と思われる。 ただ今後 もこういったコン

ピュータ関連のテーマでの研修会開催につい

ては、インターネットを使用する必要性も高

く、コンピュータ設備を兼ね備えた会場探し

が困難であり、会場費も高額となるという課

題が残っている。

年間を通して研修部事業の評価としては、

一泊二日の宿泊研修会の成功をあげたい。昨

年度の成果を受け、充実した研修会となった

と考える。ただ日程の設定や宿泊費込みの会

費設定、前述したような案内にも今後検討の

余地があるため、来年度も恒例行事とするの

であれば、きめ細かな配慮を忘れず企画を行

いたい。

また今年度の研修部では、部員の役割を決

め、部長、会計、書記の他に各研修会毎の責

任者を決めてそれぞれの研修会を開催した。

次年度は、新たな研修部体制で臨むことにな
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るが、会員間の親睦を計り個人の知識や技術

が深まるような研修会を企画し、協議会全体

の資質向上をめざしてゆきたい。

Ｉ－１－２．編集部

１．活動報告

今年度は会誌１８巻１号～４号を発行した。総

ページ１８１ページ。

発行経費は１，６３９，５９２円で予算１，５００，０００円

に対して１３９，５９２円の赤字となった。配布部

数は、２１４部（会員１２０、講読会員７５、交換６、

寄贈１３）である。

主な内容、発行日、印刷部数は下記のとお

りである。

１号（発行Ｈ１０．６．１１．印刷部数 ３００部）

特集：検索用ＣＤ－ＲＯＭと病院図書室／図書

館員教育の今日的課題／今すぐ役立つホ

ームページ／相互貸借便利ノート他

２号（発行ＨＩＯ．７．９．印刷部数 ３００部）

特集：ＭＥＤＬＩＮＥデータベースと検索用ＣＤ－

ＲＯＭ／他

３号（発行ＨＩＯ．１０．２３．印刷部数 ３００部）

特集：協議会第８７回研修会より／病院図

書館員認定制度に関する検討課題 他

４号（発行Ｈ１１．２．２８．印刷部数 ３００部）

病院図書館員のためのウェブページ・フォリオ／医

学・医療の逐次刊行物の訂正記事につい

て／医学用語あれこれ総集編他

また、広告収入は下記のとおりである。

サンメディア（裏表紙）１８（３）’９８～１９（２）’９９

８０．０００円

ナカバヤシ（Ｂ５） １８（２）’９８～１９（０’９９

４０．０００円

ベルブック（Ｂ５） １８（１）’９８～１８（４）’９８

４０．０００円

医学中央雑誌刊行会（Ｂ５）

１８（１）’９８～１８（４）’９８

４０．０００円

厚生社（Ｂ６） １８（２）’９８～１９（０’９９

２０．０００円

合 計 ２２０，０００円

２。総括

今年度を総括すると次のようになる。前進

面として、１）編集方針に基づき企画発行す

ることができた。２）レイアウト業務を外注

することにより部員の負担を軽減することが

できた。

今後の課題としては、１）発行の遅れは昨

年と比べると一定改善（１号～３号）されてき

たが、より一層の改善（企画の早期立案、原

稿締め切り日の厳守の徹底など）が求められ

る。２）部員の増員なども含めた編集体制の

確立などが挙げられる。

３。編集方針

’９８編集方針は、病院図書館員に必要な身

近な記事作りを目指すことを挙げた。図書室

サービスに必要なニューメディアの紹介や具

体的事例を取り上げること。また、病院図書

館員の役割や、専門性を追求していくに基づ

き企画発行する事ができた。

ＭＥＤＬＩＮＥデータベースおよび検索用ＣＤ－ＲＯＭ

など、ニューメディアの紹介から実用にいた

るべく図書室担当者の参考となる記事を取り

上げ、事例を交えて紹介することに努めた。

また、病院図書館員資格認定制度など病院図

書館員の専門性を追求していくうえで病院図

書館員の役割と今後を展望した。なお、ホー

ムページの紹介および相互貸借の知識充実の

ため、シリーズ掲載を開始した。

’９９編集方針は、これまでの蓄積の上にたち、

次のことを挙げる。

病院図書室担当者の専門性を更に高めるた

めに、誌面上から貢献できる記事作りを目指

す。情報管理部門としての職能レベルの向上

とそれにかかわる知識、情報の提供を目指す。

文献情報を充実し、幅広い関連記事作りを

目指す。

多くの会員に、誌面参加の機会を与えるよ

うに計っていく。

これらの方針に基づき、より充実した誌面

作りをめざし、具体的に企画・編集していく

こととする。

－８７－



４。発行の遅れの解消について

昨年来の発行の遅れは、おおむね解消され、

現在予定より１号の遅れがある。なお、発行

日は、３ヶ月の遅れがある。今後の対応とし

て、原稿依頼に余裕を持ち、締切厳守を促進

することに努めていく。

５。１９巻以降の発行について

１９巻１９９９年の発行は、編集方針に基づき、

誌面の充実に努めていきたい。具体的案とし

て、さまざまな病院図書室における取り組み

の紹介、日本医療機能評価機構と病院図書室

について、総会・研修会特集等を企画予定し

ている。なお、近畿病院図書室協議会２５周年

として、誌面上で記念すべき企画を考えてい

きたい。その他、特集記事や各論文で編集方

針を深め、ニュース記事や会員間の情報交換

のページを充実するとともに、関連記事（図

書館、医療関係）の紹介の充実を計る。また、

会員参加の誌面作りを目指す。

６。会誌「病院図書室」別冊発行について

会誌上にて、１９９１年６月会報１８巻２号通巻９７

号より連載されてきた「医学用語あれこれ」

を別冊として編纂する。ページ数３５ページ程

度とし、編集部予算内にて行うこととする。

発行時期は１９９９年夏を予定する。

７。今年度より新たに副部長を設け、新体制

にて誌面充実をめざすこととする。

Ｉ－１－３ 統計調査部

【重複雑誌目録の発行】

ａ． 調査対象：１９９７年 １－１２月発行の重複

雑誌

ｂ． 作業経過：１９９８．８．２４調査紙発送

（ｎ 施設）

１９９８．９．２４回答締切

１９９８．１１．３０日録発送

（１１８施設）

ｃ． 参加施設：３８施設（参加率３２％）

ｄ． タイトル数 ：２２２誌（国内８２種外国１４０種）

－８８－
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【図書室統計調査報告書の発行】

ａ． 調査対象期間：平成９年度（１９９７年４月

～１９９８年３月）

ｂ． 調査項目： 図書室管理機能、サービス

機能、統計

ｃ． 作業経過：１９９８．８．２４ 調査用紙を発送

（ ｉｓ施設）

１９９８．９．２４ 回答締切日

１９９８．１１．３０ 報告書の発送

（１１８施設）

ｄ． 回答施設：９５施設（回答率８０％）

ｅ． 文献の相互利用

一協議会全体での件数－

一申込一

協議会会員

会員以外の病院

大学図書館

文献手配業

その他・不明

合 計

一受付一

協議会会員

上記以外の病院

その他・不明

合 計

１９，８９３件（３９％）（ 施設）

３、６４２件（ ７％）

１６，５３２件（３３％）

９，２５９件（１８％）

１，５２１件（ ３％）

５０，８４７件

１７，１５７件（７５％）

４，０７４件（１８％）

１，５５８件（ ７％）

２２，７８９件

【経費】

印刷費：１５，６００円 郵送費：１０，８００円

Ｉ－１－４ 日録編集部

１．「医学雑誌総合目録１９９７年改訂版」の配布

１９９７年度のほぼ一年を費やして完成した

「医学雑誌総合目録 １９９７年改訂版」は、１９９８

年４月に全会員に配布した。この総合目録へ

の参加は９０機関、外国雑誌１，４３６誌、内国雑

誌１，７１３誌を収録した。発行に要した実費単

価のうち、会員には７，０００円の負担をお願い

し、不足分と発送費は協議会予算から支出し

た。またこの目録に掲載されている自機関の

データのみ（書誌データを含む）を希望され

た会員には、実費１，０００円で頒布した。また
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当目録を購入希望された非会員には１２，０００円

の実費を負担して頂き、頒布した。

２。「現行雑誌所在目録１９９８年版」の発行

「医学雑誌総合目録１９９７年改訂版」には１９９７

年までの雑誌の所蔵が収録されており、それ

以後の各機関での所蔵の変動と、１９９８年に創

刊された雑誌の所蔵を補うことを目的に「現

行雑誌所在目録１９９８年版」を発行した。この

目録には各会員機関が所蔵する１９９８年の国外

雑誌８５３誌、国内雑誌１，２１６誌を収録し、参加

機関は９２機関であった。目録の作成には先に

発行した「医学雑誌総合目録１９９７年改訂版」

のデータを基とし、所蔵機関の表示は機関の

略称として利用の便を計った。（１９９６年版は

機関コードで表示）

この目録の発行経費は会員の年会費から捻

出し、［非売品］として会員に配布した。

Ｉ－２－１

昨年同様、

にあ たった。

幹事会

４回の幹事会を開き、会の運営

第１［ｎ］（９８／０４／１６）：淀川キリスト教病院

第２回（９８／０７／１６）：国立京都病院

第３回（９８／１０／１５）：淀川キリスト教病院

第４回（９９／０１／２１）：国立京都病院

１－２－２ 役員会

平成１１年２月２２日、兵庫県立尼崎病院で牧

野尚彦会長の司会の下、出席者１０名を得て開

催した。当日配布の資料（平成１０年度第２５回

総会議案書草案）に沿って、事務局、各事業

部から今年度の事業活動報告、会計報告がな

された。この中で、創立２５周年の記念的事業

の企画や規模について、また、共同事業の病

院図書館員認定資格制度の検討について、特

に協議した。さらに、総合目録の報告など幾

つかの事項と予算編成について、議案書作成

に向け検討した。

なお、来年度の会長ついては、牧野会長か

ら、国立京都病院の粉川皓仲院長を推薦され、

事務局長には同院の小田中徹也司書が続ける

８９

ことを推薦された。賛成多数で承認され、第

２５回総会に諮ることになった。

Ｉ－２－３ 会員の状況

会員数：１２０機関 （平成１１年２月現在）

（近畿外 ３６機関、病院外 ７機関）

異動：入会；５機関

尼崎中央病院（兵庫）、富山市立富山市民

病院（富山）、市立豊中病院（大阪）、徳州

会徳田病院（大阪）、うえに病院（大阪）

退会；日本赤十字愛知短期大学図書館（愛知）

Ｉ－２－４ 対外交流

日本医学図書館協会の第６９回総会（９８／０５／

２１－２２自治医科大学地域医療情報研修セン

ター）へは、事務局長（小田中徹也）が出席し

た。また、第５回医学図書館員基礎研修会

（９８／０８／０５－０７滋賀医科大学）には会員３名が

参加した。

近畿地区医学図書館協議会の例会では、第

７１回例会（９８／０３／１３大阪歯科大学）へ幹事の

首藤佳子と松本純子が出席した。第７２回例会

（９８／０７／０３兵庫医科大学）へは事務局長の小

田中徹也と会員の中嶋和子が出席した。また、

第７３回例会（９８／１２／１１奈良県立医科大学）へ

は会員の黒佐孝太郎が、それぞれオブザー

バーとして出席した。さらに、当地区協議会

は第４回シンポジウム（９８／０９／２５大阪歯科大

学）を開催し、当協議会からもその実行委員

として研修担当幹事の山室真知子が従来どお

り加わった。当日は会員からも１３名の参加が

あった。

今年度の日本病院会第２１回全国図書研究会

（９８／１０／２１－２２東京）の後援名義の使用につ

いても例年どおり協力し、また、会員の小田

中徹也は講演をおこなった。

対外交流のうち、特に病院図書室研究会と

の共同事業については「はじめに」で、また

独立した項目を立てて「共同事業」でも述べ

た。この他、各地区ネットワークとの交流で

は主にそれぞれの会誌や機関紙の交換を通じ、

交流している。また昨年秋に設けた、ウェブ



上の掲示板「ｆｏｌｉｏｔａｌｋ： 図書館員の掲示

板」では、各地区の病院図書館関係者からの

投稿が寄せられ、新たな交流の場を提供して

いる。今後、こうしたインターネットを利用

した交流はさらに進むと期待される。

Ｉ－２－５ 共同事業

病院図書室研究会との共同事業において、

今年度も２回の運営会議を開いた。その経過

概要は、以下のとおりである。

第３回運営会議（１９９８／５／９聖路加国際病院）

出席者：近畿病院図書室協議会／小田中徹也

（国立京都）首藤佳子（星ヶ丘厚生年金）大 橋

真紀子（社保中京）

病 院図書室研究会／長谷川湧子（関東 逓信）

奥出麻里（川鉄千葉）河合富士美（聖路加）田

引淳子（清水市立）下原康子（東邦佐倉）上田

奈緒美（都立臨医研）熊谷智恵子（虎ノ門）及

川 はるみ（聖路加）山口文子（神奈川こど も）

高橋成美（埼玉小児）篠原寿美江（市立川崎）

議題：インターネット・プロジェクトと病院

図書館員認定資格制度の調査・研究

協議事項：昨年度の準備段階から今年度は２

つの課題について、実施およびその準備と方

法を検討することにした。また、今年度の当

運営会議は長谷川湧子が世話人を担当 した。

協議事項：

● インターネット・プロジェクト

運営編集のためのチームを編成することに

し、長谷川湧子、奥出麻里、下原康子、上田

奈緒美、小田中徹也、大橋真紀子、須井麻由

美の７名でチームを構成し、ウェブ マスター

を小田中徹也、編集長を奥出麻里が担当する

ことにした。名称を”ｆｏｌｉｏ”「フ ォリオ」と

し、近畿病院図書室協議会のドメイン内にサ

イトを置き、 ＵＲＬは、”ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｈｏｓｐｌｉｂ．

ｏｒｇ／ｆｏｌｉｏ／”とした。この会議で参加者 に披

露して、正式に公開することに決定した。編

集運営にあたっては、インターネットの機能

を 活かし、「仮想編集室」上で作業を進 めて

９０－
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いる。

●病院図書館員認定資格制度

検討班員として、河合富士美、田引淳子、

首藤佳子で作業を進めることにし、班長には

首藤佳子があたることになった。両会会員へ

のアンケートの集計結果をまとめ（担当：首

藤）、分析報告を行った。集計結果は両会会

誌「病院図書室」「ほすぴたるらいぶりあ

ん」で報告することにした。教育カリキュラ

ム、教育システムを作成し、病院図書館員の

専門的知識についての教育認定から着手、実

施に向けて取り組むこととなった。実施にあ

たっては、両会が運営母体となること、司書

資格を前提とすること、移行期間上の措置、

あるいは教育的配慮などが検討された。教育

カリキュラム草案（担当：田引）、病院図書

館員の専門性（担当：首藤）、医療関係職種に

おける認定制度の調査（担当：河合）などを、

引き続き各班員の宿題として検討することに

した。カリキュラムが確定するまでは、ガイ

ドラインを作成し、必要に応じて会員へ説明

することにした。

第４回運営会議（１９９８／１１／２８国立京都病院）

出席者：近畿病院図書室協議会／小田中徹也

（国立京都）首藤佳子（星ヶ丘厚生年金）大橋

真紀子（社保中京）前田元也（西淀）林伴子

（社保神戸）浜口恵子（高槻赤十字）須井麻由

美（三菱京都）

病院図書室研究会／長谷川湧子（関東逓信）

奥出麻里（川鉄千葉）河合富士美（聖路加）田

引淳子（清水市立）

協議事項：

●インターネット・プロジェクト

ＡＶＣＣ高度映像情報センターより、１９９８年９

月の ｇｏｏｄｓｉｔｅに認定された。１９９８年１０月２３

日、東京において第２回フォリオ編集会議を

開いた。そこで、「サイト紹介の範囲と選定

の指針」を新たに明示することにした。また。

「患者サービスの展開」ページについては、

選定は水先案内的なリンク集のみに限ること
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とした。また。、「図書館サービスへの支援」

のサブメニューとして、新たに「保健医療関

連サイト」メニューを追加し、保健医療分野

の情報入手に役立つサイトを案内することに

した。さらに、ウェブマスターにより掲示板

「ｆｏｌｉｏｔａｌｋ」が試作され、試用の結果、「ｆ

ｏｌｉｏｔａｌｋ：図書館員の掲示板」として１１月２５

日に公開した。また、チーム専用の鍵つき掲

示板「フォリオ仮想編集室（ｆｏｌｉｏｅｄｉｔｏｒ

ｓ）」を１２月末に正式使用することになった。

●病院図書館員認定資格制度検討班

班員として、首藤佳子、河合富士美、田引

淳子の他に、林 伴子、浜口恵子が加わり計

５名の構成となった。１９９８年１０月２４日聖路加

国際病院において検討班会議を開催し、教育

カリキュラム案、医療関連・図書館関連認定

資格制度の現状について調査結果が報告され

た。また、移行措置や認定方法として通信教

育を原則とする案が検討された。さらに、カ

リキュラムの大項目として、病院図書館情報

学、コンピュータ・リテラシー、健康科学

（医学・医療）、研究、を立てることにした。

両会を母体とする第三者機構の設置、コスト

試算、事務局の設置、なども提案・検討され

た。

●その他

今年度、共同事業運営会議の世話人を長谷

川湧子が担当したが、来年度は小田中徹也に

交替し、担当することになった。

Ｉ－２－６

［学会発表］

（１）日本病院会全国図書研究会（東京）

１９９８．１０．２－３

継続教育：「病院図書館員のためのウェ

ブページ“ｆｏｌｉｏ”、 および最近のインタ

ーネットの傾向」

国立京都病院 小田中徹也

（２）第３９回日本心身医学会総会（新潟）

１９９８．６．１８－１９．

司書のチーム医療への参加と役割

京都南病院 山室真知子

９１

（３）第１５回医学情報サービス研究大会（鳥取）

１９９８．６．２０－２１

心療内科における読書療法への参加

京都南病院 山室真知子

（４）第２８回生物医学図書館研究大会（東京）

１９９８．７．１１

京都南病院における患者への医学情報サ

ービス 京都南病院 山室真知子

（５）日本赤十字病院図書室担当者協議会研修

会 地域医療と病院図書室

京都南病院 山室真知子

（６）シンポジウム「薬学情報の今 一変容する

社会への対応」（徳島）１９９９．３．３０－３１

患者・住民への医学情報の提供（仮題）

シンポジスト 京都南病院 山室真知子

（７）第２３回病院図書室研究会総会（鴨川）

１９９８．５．９．

病院図書館員認定資格制度に関する検討

課題 星ヶ丘厚生年金病院 首藤 佳子

（８）第３６回日本社会保険医学会総会（札幌）

１９９８．１０．９．

デジタル情報時代の病院図書室

星ヶ丘厚生年金病院 首藤 佳子

杉谷 義憲、加藤 晴久

（９）第１０回栃木県医療情報ネットワーク協議

会総会（栃木）１９９８．１０．２３．

病院図書室ネットワークの展望

星ヶ丘厚生年金病院 首藤 佳子

（１０）第５回日本赤十字病院図書室担当者協議

会研修会（東京）１９９８．８．３

当院における患者への図書サービス

高山赤十字病院 木下久美子

（Ｈ）第３６回日本社会保険医学会総会（札幌）

１９９８．１０．９

「病院図書館員によるインターネット上の

医学関連情報ソースの選択的案内」

社会保険中京病院 大橋真紀子

（１２）病院図書室のサービスをどうするか：相

互貸借の業者依託と簡略化

１９９８年病院図書室研究会第２回研修会シ

ンポジウム（東京）１９９８．１２．１４

松阪中央総合病院 森川 治美



［論文］

（１）小田中徹也 （国立京都病院）

館種別図書館概況「病院図書室」：近畿

病院図書室協議会

図書館年鑑 １９９８年版 ９１－９２日本図書

館協会

（２）山室真知子（京都南病院）

患者に対する医療情報の提供を考える・

司書の立場から（全国図書研究会報告）

日本病院会雑誌 ４５：４３３－４３６，１９９８

（３）首藤 佳子（星ヶ丘厚生年金病院）

病院図書館員認定資格制度に関する検討

課題

ほすぴたるらいぶらりあん

２３（３）：７１－７９，１９９８

（４）首藤 佳子（星ヶ丘厚生年金病院）

病院図書室ネットワークを展望する

とみねっと Ｎｏ．３４ ２５－２８ １９９８

（５）木下久美子（高山赤十字病院）

当院における患者への図書サービス

日赤ライブラリアンニュース

５（２）：３７－３８，１９９８

（６）森川治美（松阪中央総合病院）

これからの病院図書室３図書室のプラン

ニング

日本病院会雑誌 ４６（１）：９７－１０５，１９９９

（７）森川治美（松阪中央総合病院）

相互貸借の業者依託と簡略化

ほすぴたるらいぶらりあん

２４（０：１５－１６，１９９９

議案Ｈ 平成１０年度近畿病院図書室

協議会会計報告・監査報告

（次頁）

議案ｍ 平成１１年度活動方針

長引く不況の中、医療を取り巻く環境が厳

しくなっていく中で、インターネットに見ら

れる情報テクノロジーの学術情報への応用は、

オンライン・ジャーナルに象徴されるように

９２－

病院図書室 Ｖｏｌ．１９Ｎａ２，１９９９

めざましいものがある。一方、こうした情報

テクノロジーは個人の生活レベルでの浸透も

顕著であり、医学情報の一般への普及も例外

ではない。病院図書館員は、今後、医療者お

よび患者側への医学医療情報の提供という双

方の面で情報の流通を考え、果たすべき役割

を考えていく必要があろう。

当協議会は設立から来年度２５年目に入り、

病院図書室の幅広い相互協力と全般的な向上

を目指してきた。その結果、多くの成果を上

げたと自負できると思うが、さまざまな状況

にある病院・医療関連機関は、機能や図書館

員の位置付けなどに大きな格差があることも

事実である。そこで、病院図書室の担当者の

問題については、病院図書室研究会と共同で

すすめている「病院図書館員認定資格制度」

の検討を軸にして、これからの病院図書館員

の方向性を探っていきたい。

また、協議会活動の見直しを図る意味でも、

組織・事業・運営・相互協力などを整理して

小冊子化し、協議会事業への会員の理解を深

めるとともに、当協議会の次の世代への準備

を図りたい。さらに、ここ数年力を注いだ情

報メディアやテクノロジーについての教育・

啓蒙活動は、研修活動、出版活動あるいはイ

ンターネット事業などで引続き進めていきた

い。

なお、２５周年を記念する事業としては、時

勢を考慮して記念的な式典は企画しないもの

の、個々の事業の中で有意義な記念的企画を

立て、次の段階への碑としたい。その一環と

して、総会特別記念講演、協議会案内の小冊

子発行、会誌補冊号の発行、目録データベー

ス・システムの開発と利用などを先ず取り組

んでいきたい。

対外交流面では、病院図書室研究会との共

同事業は最重要課題であるが、日本医学図書

館協会をはじめとする医学図書館と交流を深

めることは、これまで以上に重要だと考えら

れる。また、各地区の関連団体あるいは関連

機関ともさらに具体的な形で協力して医学情

報の流通発展の寄与に努めていきたい。



病院図書室 Ｖｏｌ．１９Ｎａ２，１９９９

議案Ｈ 平成１０年度近畿病院図書室協議会会計報告

（収入の部） 単位＝円

費 目 予 算 額 決 算 額 摘 要

前年度繰越金

会 費

事 業 収 入

会誌購読会費

研 修 会 費

雑誌総合目録

そ の 他

広 告掲載料

そ の 他

２，２０１，２５０

２，３３０，０００

１，４０２，０００

（４６８，０００）

巾 ５，０００）

（８１９，０００）

２２０，０００

２，２０１，２５０

２，４２０，０００

１，７５１，９７５

（４３８，０００）

（４３８，５００）

（８６６，４７５）

（９，０００）

１８０，０００

４６４

Ｈ１０×１１９＝２，３８０，０００

入会金×４＝ ４０，０００

Ｈ１０×６８＝ ４０８，０００

Ｈ９×４＝ ２４，０００

Ｈ８×１＝ ６，０００

第８５・８６回・８７・８８回研修会

東海地区勉強会参加費

７，０００×１１５＝８１２，０００

６，４７５× １＝ ６，４７５

１２，０００× ４＝ ４８，０００

会誌売上

１，５００×６

銀行机自、

合 計 ６，１５３，２５０ ６，５５３，６８９

９３



（支出の部）

病院図書室 Ｖｏｌ．１９Ｎｏ．２，１９９９

単位＝円

費 目 予算額 決算額 差引増△減 摘 要

総 会 費

事 務 費

通 信 費

交 通 費

事 業 費

会誌 発行費

研 修 会 費

総 合 目 録

その他の事業

資 料 費

予 備 費

雑 費

１００，０００

１００，０００

１２０，０００

５００，０００

３，８００，０００

８３，０００

４９，３６６

６３，１４０

４２７，２７０

４，３２３，５６１

１７，１００

５０，６３４

５６，８６０

７２，７３０

△５２３，５６１

（△１３９，５９２）

（△４７７，３１６）

（６９，５４６）

（２３，８０１）

８２，１８１

１，１００，０００

選挙・議案書費用

特別講演謝礼・交

通費

銀行振込手数料，

封筒印刷費

事務局，各部会連

絡，会員宛通信費

幹事会，各部会

その他

会誌１８巻１．２．３号

印刷費・発送費

第８５・８６・８７・８８回

研修会，東海地区

勉強会

総合目録作成費，

発送費，他

レンタルサーバー使用料

現行雑誌所在目録

統計調査報告書

重複雑誌目録

雑誌講読料（２誌，

内１誌は２年分）

ＪＭＬＡ総会参加費他

接待費

（１，５００，０００）

（３５０，０００）

（１，３５０，０００）

（６００，０００）

１５０，０００

１，１００，０００

（１，６３９，５９２）

（８２７，３１６）

（１，２０８．４５４）

（５７６，１９９）

６７，８１９

０

３８，５２０２８３，２５０ ２４４，７３０

合 計 ６，１５３，２５０ ５，０５２，６７６ １，１００，５７４

９４



病院図書室 Ｖｏｌ．１９Ｎｏ．２，１９９９

単位＝円

収 人 金 額 支 出 金 額

前年度繰越金

会 費

事 業 収 入

会誌購読会費

研 修 会 費

雑誌総合目録

そ の 他

広 告掲載料

そ の 他

２，２０１，２５０

２，４２０，０００

１，７５１，９７５

（４３８，０００）

（４３８，５００）

（８６６，４７５）

（９，０００）

１８０，０００

４６４

総 会 費

事 務 費

通 信 費

交 通 費

事 業 費

会 誌 発 行 費

研 修 会 費

雑誌総合目録

その他の事業

資 料 費

予 備 費

雑 費

翌年度繰越金

８３，０００

４９，３６６

６３，１４０

４２７，２７０

４，３２３，５６１

（１，６３９，５９２）

（８２７，３１６）

（１，２８０，４５４）

（５７６，１９９）

６７，８１９

０

３８，５２０

１，５０１，０１３

合 計 ６，５５３，６８９ 合 計 ６，５５３，６８９

上記決算については，会計監査を終了しました。

平成１１年３月１３日

－９５

会計監査 花北まゆみ ⑩

原 紀子 ⑩



議案ＩＶ 平成１１年度事業計画

医学文献情報活動

「現行医学雑誌所在目録」１９９９年版の

発行

総合目録のデータベ ース化とその利用

２。教育研修活動

定例研修会・勉強会の開催

関連団体の研究研修会への案内と

参加奨励

３

出版広報活動

会誌『病院図書室』の季刊発行

ホームページの継続と内容更新

協議会の事業活動紹介の小冊子発行

４。年次統計等の調査活動

年次統計と相互貸借の調査

５。共同事業

病院図書室研究会とのインターネット

・プロジェクト

および病院図書館員認定資格制度の調

査研究の継続実施

９６－

病院図書室 Ｖｏｌ．１９Ｎｏ．２，１９９９



病院図書室 Ｖｏｌ．１９Ｎｏ．２．１９９９

（収入の部）

議案Ｖ．平成１１年度予算

（支出の部）

費 目 金 額

前年度繰越全

会 費

平成１１年度

事 業 収 入

会 誌 購 読 会 費

平成１１年度

平成１０年度未納

平成９年度未納

研 修 会 費

定 例 研 修 会

事 例 報 告 会

勉 強 会

雑 誌 総 合 目 録

そ の 他

そ の 他

広 告 掲 載 料

１，５０１，０１３

２，３７０，０００

＠２０，０００ｘ１１８

＠１０，ＯＯＯｘ １

６３４，０００

（４９８，０００）

＠６，０００×７５

＠６，ＯＯＯｘ ７

＠６，０００× １

（１１５，０００）

＠ｌ，０００×３０×３

＠ ５００×３５

＠ ５００×１５

（２１，０００）

９；７，０００× ３

２２０，０００

合 計 ４，７２５，０１３

単位＝円

費 目 金 額 摘 要

総 会 費

事 務 費

通 信 費

交 通 費

事 業 費

会誌 発行費

研 修 会 費

現行雑誌所在

目録

その 他事業

資 料 費

予 備 費

雑 費

１５０，０００

１００，０００

１２０，０００

５００，０００

３，０００，０００

（１，８００，０００）

（３５０，０００）

（４５０，０００）

（４００，０００）

１５０，０００

５００，０００

２０５，０１３

選挙費用，議案書

費用，特別講演謝

礼，交通費

封筒印刷，年賀状

印刷，他

事務局・各部会連

絡，会員通知用

役員会，幹事会，

各部会，ＪＭＬＡ近畿

地区例会，他

会誌１９巻１－４号２５

周年記念別冊・印

刷・送料，執筆料

定例研修会３回，

事例報告会，勉強

会

１０年度年次統計報

告，インターネット関連

費，協同事業関連

費，小冊子，他

雑誌講読料，他

慶弔費，接遇費，他

合 計 ４，７２５，０１３

－９７－
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